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第１回委員会（平成17年11月） ◆安全性向上区間選定の考え方整理

◆安全性向上を図るべき区間案の選定
◆パブリックコメント実施計画

◆パブリックコメントの結果報告
◆安全性向上を図るべき区間決定（交通安全みえる化プラン）

◆これまでの取り組みの進捗状況
◆新データでの新たな安全性向上区間の選定

◆パブリックコメント実施計画
◆新たに安全性向上を図るべき区間決定（新・交通安全みえる化プラン）

◆パブリックコメントの結果報告
◆

【 主 な 議 題 】

第２回委員会（平成18年 3月）

第３回委員会（平成18年 6月）

第４回委員会（平成19年10月）

第５回委員会（平成19年12月）

第６回委員会（平成20年 9月）

第７回委員会（平成22年10月）

第８回委員会（平成22年12月）

県民アンケート（平成22年11月）

◆「事故危険区間」の選定（696区間）
◆アンケート実施計画

◆アンケートの結果報告
◆「主な事故危険区間」の確定（83区間）

■本委員会の経緯

事故ゼロプラン 主な事故危険区間公表（平成22年12月）

社会資本整備重点計画
（事故危険箇所の指定と対策）

平成15～19年度

第１次社会資本整備重点計画
（群馬県：174箇所指定 H15.7）

平成20～24年度

第２次社会資本整備重点計画
（群馬県：112箇所指定 H21.3）

第１３回委員会（平成26年9月）

※第９～１２回：「移動性向上」だけの議題で開催

H20事故危険箇所選定

◆事故ゼロプランの進捗状況
◆今後の事故ゼロプランの進め方
◆事故危険区間の追加区間 （計68箇所）

平成24～28年度

第３次社会資本整備重点計画
（群馬県：109箇所指定 H25.7）
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『群馬県事故ゼロプラン』

１．事故ゼロプランの経緯

第１４回委員会（平成27年10月） ◆事故ゼロプランの進捗状況
◆事故ゼロプラン（1巡目）のまとめ、次年度方針

事故ゼロプランの選定
区間との重複除く
109箇所-41箇所



１．事故ゼロプランの経緯

計画

実施

事故危険区間の選定
（H22年）

対策実施
広報活動、地域連携

全体の総括
新たな事故危険区間選定の

見直し方針

進捗状況の確認
全体的な整備効果確認

計画

個別の事故危険区間

対策立案

対策実施整備効果確認

およそ５年で
１サイクル

＋年次追加更新

3

○『事故ゼロプラン』は、平成22年にスタートし、特に「主な事故危険区間（83区間）」を中心に、道路管理者
が区間毎の優先順位を検討し、順次事故対策を実施しています。

○危険区間選定に用いる事故データが過去4年間集計であることを踏まえ、事故ゼロプランは、およそ5年を
一巡の目安とするＰＤＣＡサイクルで取り組むこととしました。（H26年委員会承認事項）

〇開始から5年を経た今年、事故ゼロプランの実施結果を総括し、来年度、新たな事故データによる「事故
危険区間」の見直し等、事故ゼロプランの２巡目の計画を行います。

■『事故ゼロプラン』のＰＤＣＡサイクル

【群馬県事故ゼロプランのすすめ方】

改善

照査

照査

改善 実施

追加対策判断



１．事故ゼロプランの経緯
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○事故ゼロプランと社会資本整備重点計画は併行して進められている２つの施策です。
〇両施策は、箇所抽出の基準がそれぞれ異なります。
〇社会資本整備重点計画の事故危険箇所選定基準は、国の定める全国統一の選定基準Aが基本※1です。
〇事故ゼロプランの事故危険区間選定基準は、H22年の群馬県移動性・安全性向上委員会で審議して決め
た事故データを用いた選定基準が基本※２です。 ※１ 他に県独自の基準Ｂあり、 ※２ 他にアンケート結果による選定あり

■『事故ゼロプラン』と『社会資本整備重点計画』の経緯と対策箇所選定基準

事故ゼロプラン１巡目(H23～27年）主要83区間事故ゼロプラン１巡目(H23～27年）主要83区間

事故ゼロプラン２巡目（H27年～32年）事故ゼロプラン２巡目（H27年～32年）

第２次社会資本整備重点計画（H20～24年）112箇所第２次社会資本整備重点計画（H20～24年）112箇所

第３次社会資本整備重点計画（H24～28年）109箇所第３次社会資本整備重点計画（H24～28年）109箇所

第４次社会資本整備重点計画（H27～32年）第４次社会資本整備重点計画（H27～32年）

事故データ 〇H17～H20年 イタルダ事故データ事故データ 〇H17～H20年 イタルダ事故データ

選定基準（事故データによるもの）選定基準（事故データによるもの）
死亡事故の削減

○死者数：1人/4年以上
○歩行者・自転車事故件数：上位10区間
○高齢者事故件数：上位10区間
○車線逸脱事故件数：上位10区間

死傷事故の削減

○死傷事故率：100件/億台km以上
○死傷事故件数：上位100区間
○追突事故件数：上位10区間

事故データ 〇H22～H25年 イタルダ事故データ事故データ 〇H22～H25年 イタルダ事故データ

選定基準（事故データによるもの）選定基準（事故データによるもの）
死亡事故の削減

○死者数：1人/4年以上
○歩行者・自転車事故件数：上位10区間
○高齢者事故件数：上位10区間
○車線逸脱事故件数：上位10区間

死傷事故の削減

○死傷事故率：100件/億台km以上
○死傷事故件数：上位100区間
○追突事故件数：上位10区間

群馬県事故ゼロプラン 事故危険区間群馬県事故ゼロプラン 事故危険区間 社会資本整備重点計画 事故危険箇所社会資本整備重点計画 事故危険箇所

事故データ 〇Ｈ14～H18年イタルダ事故データ事故データ 〇Ｈ14～H18年イタルダ事故データ

選定基準Ａ ○死傷事故率：100件/億台km以上 ○重大事故率：10件/億台km以上

○死亡事故率：1件/億台km以上 の３つ全てに該当

選定基準Ａ ○死傷事故率：100件/億台km以上 ○重大事故率：10件/億台km以上

○死亡事故率：1件/億台km以上 の３つ全てに該当

事故データ 〇Ｈ19～H22年 イタルダ事故データ事故データ 〇Ｈ19～H22年 イタルダ事故データ

選定基準Ａ ○死傷事故率：100件/億台km以上 ○重大事故率：10件/億台km以上

○死亡事故率：1件/億台km以上 の３つ全てに該当

選定基準Ａ ○死傷事故率：100件/億台km以上 ○重大事故率：10件/億台km以上

○死亡事故率：1件/億台km以上 の３つ全てに該当

事故データ 〇Ｈ22～H25年 イタルダ事故データ事故データ 〇Ｈ22～H25年 イタルダ事故データ

選定基準Ａ ○死傷事故率：100件/億台km以上 ○重大事故率：10件/億台km以上

○死亡事故率：1件/億台km以上 の３つ全てに該当

選定基準Ａ ○死傷事故率：100件/億台km以上 ○重大事故率：10件/億台km以上

○死亡事故率：1件/億台km以上 の３つ全てに該当



１．事故ゼロプランの経緯
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■『事故ゼロプラン』のスケジュール

○ＰＤＣＡサイクルに則り、『１巡目の事故ゼロプラン』は、平成27年度でまとめ、平成28年度から、『２巡目の
事故ゼロプラン』に取り組む予定です。

第１4回委員会 （今回）

【群馬県事故ゼロプランの今後の展開】

事故危険区間
の追加区間
（最新事故データ）

事故ゼロプラン
＜１巡目＞

Ｈ２２
Ｈ２３
（１年目）

Ｈ２４
（２年目）

Ｈ２５
（３年目）

Ｈ２６
（４年目）

Ｈ２７
（５年目）

Ｈ２８～

事故ゼロプラン
＜２巡目＞

事故危険区間
の追加区間計 画

実 施

事故危険箇所
（H19-22）※

【68箇所】

著しく事故が
増加した

区間の追加

今後の事故ゼロ
プランの進め方

事故危険区間
の選定

（H17-20年
事故データ）※

対策実施
（個別の事故危険区間毎に「計画」→「実施」）

照 査 進捗状況の確認
1巡目の総括
整備効果確認

改善
1巡目総括を踏まえた
２巡目の方向性

※ （ ）内の年次は、選定に用いる事故データの期間（H27以降は予定）

新たな事故危険区間
選定方法検討と選定
（H22-25年事故ﾃﾞｰﾀ）※

公安委員会

地域の声

途中年次

第四次社会資本整
備重点計画
事故危険箇所
（H22-25）※

選定予定
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２．事故ゼロプランの進捗状況

約２割減少

（出典）イタルダ交通事故データ

一般幹線道路（国道・県道など）の死傷事故件数

○群馬県の一般幹線道路の死傷事故件数（イタルダデータ）の経年変化を整理しました。

○群馬県内全体の死傷事故件数は過去10年間で減少傾向にあり、平成25年はピークの平成17年と比べ
て約２割の低減が図られています。

■群馬県の交通事故件数の推移

【死傷事故件数の変化（県内全体）】
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２．事故ゼロプランの進捗状況
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○群馬県の一般幹線道路について、交通事故類型と推移を整理しました。

○事故類型については経年変化がほとんどなく、「追突事故」、「出会い頭事故」が突出しています。

■群馬県の交通事故の特徴

平成21年時（H18～21年） 平成25年時（H22～25年）

【事故類型の内訳集計結果（群馬県内全体）】

（出典）イタルダ交通事故データ

一般幹線道路（国道・県道など）の死傷事故件数

人対車両

正面衝突

追突

出会い頭

車両相互

左折時

右折時

車両単独

その他

追突
51.7％

出会い頭
19.4％

車両相互
7.2％

左折時
3.1％

右折時
8.3％

車両単独
4.4％

人対車両
3.9％

正面衝突
2.0％

追突
54.5％

出会い頭
18.3％

車両相互
6.6％

左折時
3.5％

右折時
8.1％

車両単独
3.3％

その他
0.0％

人対車両
3.9％

正面衝突
1.8％

その他
0.0％

※ （ ）内の年時は、それぞれ事故ゼロプラン前のH18-21/４ヵ年集計、
最新の事故データであるH22-25/４ヵ年集計によるもの



２．事故ゼロプランの進捗状況
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○平成22年の『事故ゼロプラン』にて選定した「主な事故危険区間83区間」の内訳は、国管理54区間、

県管理29区間です。

○現時点で、「主な事故危険区間(83区間)」のうち、計80区間が「完成」し、残り3区間が「事業中」です。

■「事故危険区間」の管理者別内訳

【道路管理者区分】

国管理

５４区間 （65％）

県管理

２９区間 （35％）

【対策の進捗状況】

完成
（80区間）
96％

事業中
（3区間）
4％

主な事故危険区間（計83区間）



２．事故ゼロプランの進捗状況
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■「主な事故危険区間(83区間)」の進捗状況（国管理54区間）※Ｈ27年度完了予定含む



２．事故ゼロプランの進捗状況
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■「主な事故危険区間(83区間)」の進捗状況（県管理29区間）※Ｈ27年度完了予定含む



：対策施工前 ：対策施工年 ：対策施工後
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■ 箇所毎の年平均死傷事故件数の変化（対策後４年経過している箇所）

○事故危険区間選定に用いる事故データは、過去４年間のデータを集計しています。（現時点での最新の事
故データはH22-25）

○H22事故ゼロプラン発表後の対策効果は、対策後４年間のデータを集計次第、この委員会で報告し、効果
確認を行うとともに、最終年に総括します。

○（参考）H20-21で対策が実施され、４年が経過した区間では、事故の削減効果が確認できました。

３．事故ゼロプランの効果検証①

【主な事故危険区間のうち、対策４年が経過した区間の整備効果】



■ 具体の対策事例

３．事故ゼロプランの効果検証
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○追突事故 → 対策例「減速路面標示」「追突注意」「注意喚起看板の設置」等

○出会い頭、車両相互 → 「カラー舗装」「ポストコーン」等

○右左折事故 → 「カラー舗装」「右左折導流線の追加」等

減速路面標示
追突注意

LED看板
「追突注意」 法定外看板

「追突注意」

交差点内の
導流線明示ポストコーンカラー舗装



■ H22事故ゼロプラン発表後の効果検証（１／２）

３．事故ゼロプランの効果検証②（中間報告）
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○H22事故ゼロプラン後に対策が行われた「国道17号 高崎市小八木南交差点」の事例

○「減速ドットマーク」、「追突注意」、「LED標識」の追突対策を実施。

減速ドットマーク

路面標示「追突注意」

法定外標識(LED）
「追突注意」



■ H22事故ゼロプラン発表後の効果検証（２／２）

３．事故ゼロプランの効果検証②（中間報告）
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○H23年に追突事故対策が行われた「国道17号 高崎市小八木南交差点」の事例

○対策後２年の追突事故状況を対策前２年の事故状況を比較すると、追突事故17件が9件に減少。

〇ただし、右行き車線側は事故増加もあるため、今後も経過観察を継続。

100

112

000

112

111

900

浜尻大橋

対策“前” の事故状況（平成21～22年） 追突１７件/年

100

112

000

112

111

900

浜尻大橋

対策“後” の事故状況（平成24～25年） 追突９件/年

減速路面標示・追突注意喚起
路面標示の見やすさ改良
⇒追突事故の減少



４．社会資本整備重点計画について
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■「第３次社会資本整備重点計画(109箇所)」の進捗状況（国管理12箇所）

○平成２６年４月に選定した、第三次社会資本整備重点計画の「事故危険箇所」についても

事故ゼロプランと併行して対策を実施しています。

〇以下は、国が管理している12箇所の進捗状況です。

【事故対策箇所の進捗状況（国管理区間）】



４．社会資本整備重点計画について
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■「第３次社会資本整備重点計画(109箇所)」の進捗状況（県管理97箇所）

〇以下は、県国が管理している97箇所の進捗状況です。

【事故対策箇所の進捗状況（県管理区間1/2）】



４．社会資本整備重点計画について
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■「第３次社会資本整備重点計画(109箇所)」の進捗状況（県管理97箇所）

【事故対策箇所の進捗状況（県管理区間2/2）】



４．社会資本整備重点計画について
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○全国統一基準データから客観的に箇所抽出します
※ 事故ゼロプランの抽出基準と類似しているため、

結果的に抽出箇所が重複します。
○県独自基準抽出方法に自由度があります

■ 第４次社会資本整備重点計画「事故危険箇所」の選定方針

『社会資本整備重点計画』

○「社会資本整備重点法（平成15年法律第20号）」に基づき、社会資本整備事業を重点的、効果的か
つ効率的に推進するために策定する計画です。

○群馬県内では過去の「第１次計画（H15～H20）」で174箇所、「第２次計画（H20～H24）」で112箇所「
第３次計画（H24～28）に引き続き、第４次計画の事故危険箇所を抽出します。

（H22～H25事故データで以下３条件全てに該当する箇所）

○死傷事故率 100件/億台km以上
○重大事故率 10件/億台km以上
○死亡事故率 1件/億台km以上

基準Ａ

「第４次社会資本整備重点計画（H27～H32）」

○事故危険箇所の抽出基準は、以下の基準Ａ、Ｂを用いて抽出する仕組みです。

◆「事故危険箇所」の抽出基準 ： 危険性が高く、整備による対策効果が見込まれる箇所

（第三次社重点：群馬県の独自基準）

下記条件に該当し、道路管理者及び交通管理者
が必要と判断した箇所

① 交差点内又はその付近における平成26年中の
交通事故が10件以上発生している地点

② 1km区間内で、平成26年中の
交通事故が15件以上発生している区間

③ 100mの区間で、平成26年中の
交通事故が10件以上発生している区間

基準Ｂ
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１．対策の実施結果

◆主な事故危険区間（83区間）の対策

• 83区間中、80区間で対策工が施工完了。

• 残り3区間「R17号上白井地区、羽場地区、県)前橋駅前交差点西
側区間」も、現在事業中。

２．対策済箇所の評価

◆事故低減効果

• 国で対策を実施し４年以上経過した箇所の死傷事故件数の平均値
を確認すると事故は低減傾向にある。

• ただし、ほとんどの区間は、まだ対策後１～２年の事故データし
か確認されていないため、今後継続して効果検証を行う予定。な
お、● ● ● ● ●

５．事故ゼロプラン「１巡目（H22～H27年）」の総括
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６．事故ゼロプラン「２巡目（H27～H33年）」の方針

１．新たな事故危険区間（要対策区間）の選定方針

◆事故危険区間の選定方法

• 最新のイタルダ事故データ(H22～25年)を用い、１巡目の抽出
指標を用いて対策区間を抽出する。

• 過去の対策済み箇所の再抽出（事故が減っていない箇所）に
ついて、対策年と内容に応じて選定の可否を検討。

◆民意の反映

• 事故ゼロプランの仕組みでは、選定区間の民意反映が必要。

• トラック、バス、タクシー協会へのアンケート（ヒアリング
等）結果を事故対策区間選定に反映させる。



◆次回委員会は、平成２７年度末～２８年度初旬を予定

◆審議内容（予定）

①事故ゼロプラン、２巡目の箇所選定案について

②事故ゼロプラン、アンケート手法について

◆その他、県内の交通安全対策取り組み紹介（予定）

７．次回委員会について
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